






 

 超音波診断装置の産婦人料領域での普及はめざましく,日常臨床への貢献は

大なるものがあるがその検査時期は器官形成期もふくめ全妊娠期間に及んでい

ることから,胎児・母体への影響が懸念されるところである。 

 今回我々は,(1)高エネルギーを用い,Raji 細胞染色体,ヒトリンパ芽球染色

体に及ぼす影響,(2)診断用超音波ドップラーの胎児・母体に与える影響の疫学

的検索,(3)妊娠マウスに及ぼす影響について検討した。 


